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ここれれかかららおお母母ささんんににななるる人人やや、、  

子子どどももととおお母母ささんんののたためめのの医医療療をを充充実実  
  

出産や小児医療の不安を解消するため、周産期医療体制、

小児医療体制の充実を引き続き進めます。 

・ 市民病院での周産期医療を実現！！引き続き体制の充実を進めます。 

・ 地域医療での小児科医の充実を進めます。 

・ 小児救急の充実、24 時間診療を進めます。 

※ 周産期とは、出産前後の母子ともに特に注意が必要な時期のことです。 

《熊沢あやりのこれまでの取り組み》 
「今、市内の小児科のある医院は減少を続けています。特に、夜間とな

ると、小児科の先生には診てもらえる機会はほとんどありません。せめて

夜間だけでも小児科の先生に診てもらえる施設の設置を。」と提案し、小

児準夜間救急医療センターの開設を実現！！ 

「現在、市が行っている子宮がん検診の対象年齢は４０才以上と高い。

少子化問題の観点からも、年齢をもっと若い２０才に引き下げるべき。」

と提案し、実現！！ 女性特有のがん検診の無料クーポン券配布。 

「少子化問題の観点からも、市民病院に周産期医療が必要と考える。ぜ

ひ設置を。」と提案し、平成２0 年１０月開設！！ でも、６床ではもう

満床。引き続き９床への増床をめざします。 
 

ムリ・ムダ・ムラをなくし、すみよいまちづくり 
税理士（税の専門家）だからできる。経費削減！！ 


